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11月29日(日)午 前8時出発

四国の秘境、祖谷温泉とかずら橋備島県)

た春に勝、ゆつくら1・のたび唱 裏旅行に出tll■春世んか:

吉野‖ハイウエイオアシス(買い物)

※民商共済会の総会・学習会をかねておりますので、

⇒⇒ 太歩危、Jl歩危0燿谷に沿って ⇒⇒

祖貧のかずら橋 ⇒⇒ 祖貧温泉(食軍、ハ湯、)⇒⇒

⇒⇒ 減路オアシス(休憩)⇒⇒ 須磨民商到着(19時3“〕)

須磨民商出発(3時)

日本三六奇橋0-つ
"

創立以来、のべ120万人余の加入者に750億円を超える共済金を届けてきました。支払われた共

は会費収入の8割を超えほかの共済ではまねできないものです。

民商共済会の5つの魅カ

①民商会員とその配偶者は年齢・病気のあるなしにかかわらず無条件で加入せます。

② 「体が資本1の中小業者にふさわしくいのち日腱離を守る助け合いを重視しています。

毎年―回、集団検診もおこなつています。

③ カロ入者どうしでたすけあい会費を出し合い運営する自前の共済です。

④「目くばり、気くばり、心くばり」を合言葉に商売、健康のことなんでも桐隣出える仲間がいる。

③すべての民商の仲間が加入してこそ助け合いの内容はい受う豊かになります。

「―人はみんなのために、みんなは―人のため:コ     みにいき制腱せ討 。

(詳しくは民商春で)
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募猛鳳 ま事ツ
た.1自分のここ知ι脈ラιl群んなのここ

※詳しく勝民商春で


